
 

 

市川市の未来のためご協⼒をお願いします 

結婚・出産・⼦育て・定住に関する市⺠アンケート 
ご協⼒ください 

 

 

 日ごろから市政の運営にご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 さて、市川市では、将来予想される人口減少などを踏まえ、将来にわたりまちの活力を維持し続

けることができるよう検討を進めております。 

 そこで、18 歳以上の市民の方を対象に、結婚・出産・子育て・定住の考え方などについてのア

ンケート調査をお願いし、人口減少の抑制や人口構成の変化への対応に取り組むための参考資料と

して活用させていただきたいと考えております。 

 このアンケートは、対象となる方の中から 4,000 人をコンピューター処理により無作為に抽出

し、ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、すべて統計的に処理いたします

ので、皆様にご迷惑をおかけすることはございません。また、調査結果は調査の目的以外に利用さ

れることはありませんので、お考えのままをご回答ください。 

 調査の趣旨にご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

平成２９年１０月 市川市 

 

＜＜ご記入にあたって＞＞ 

１．この調査は、平成 29 年 10 月 1 日現在の状況でお答えください。 

２．調査は無記名です。お名前は書かないよう、お願いいたします。 

３．このアンケートには、宛名のご本人がご記入くださいますよう、お願いいたします。 

４．回答は、質問ごとに用意した選択肢の中から、お考えにあてはまる番号に○印をつけて下さい。

なお、質問文にある（○は 1つだけ）、（○は 3 つまで）などをご確認下さい。 

５．選択肢に（  ）がある場合には、カッコ内に具体的な内容・年齢・地名などをご記入下さい。 

６．記入いただいた調査票は、お手数ですが、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、 

１０月１６日（月）までに投函して下さい。 

７．この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

市川市企画部企画課  TEL ０４７－７１２－８５９１（直通） 

 

  

資料５ 
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１ あなたご自身（アンケートの宛名の方）のことについてお伺いします 

 

問１ あなたご自身（アンケートの宛名の方）のことについてお答えください。（設問ごとに○は

１つだけ） 

設  問 回 答 欄 

①性 別 １．男性         ２．女性 

②年 齢 

１．20 歳未満 

４．30 歳～34 歳 

７．45 歳～49 歳 

１０．60 歳～64 歳 

１３．75 歳～79 歳 

２．20 歳～24 歳 

５．35 歳～39 歳 

８．50 歳～54 歳 

１１．65 歳～69 歳 

１４．80 歳以上 

３．25 歳～29 歳 

６．40 歳～44 歳 

９．55 歳～59 歳 

１２．70 歳～74 歳 

③就業形態 

１．正社員・正規職員 ２．パート・アルバイト ３．派遣・嘱託・契約社員 

４．経営者・役員 ５．自営業主・家族従業者（農林水産業含む） 

６．学生 ７．専業主婦 ８．無職 

９．その他（                  ） 

④お住まいの

地区 

１．国府台 国府台 

２．国分 北国分・中国分・堀之内・稲越町・東国分・国分 

３．曽谷 曽谷 

４．大柏 大町・大野町・南大野・柏井町・奉免町 

５．宮久保・下貝塚 宮久保・下貝塚 

６．市川第一 市川・市川南 3～4 丁目・真間 1 丁目 

７．市川第二 市川南 1、2、5 丁目・新田・平田・大洲・大和田・稲荷木・東大和田 

８．真間 真間 2～5 丁目 

９．菅野・須和田 菅野・須和田・東菅野 

10．八幡 八幡・南八幡 

11．市川東部 北方町・本北方・若宮・北方・中山・鬼越・高石神・鬼高 

12．信篤・二俣 田尻・高谷・原木・二俣・上妙典・二俣新町・高谷新町・東浜 

13．行徳 
河原・妙典・下妙典・下新宿・本行徳・本塩・関ヶ島・伊勢宿・富浜・ 

末広・塩焼・宝・幸・加藤新田・高浜町・千鳥町 

14．南行徳第一 押切・湊・湊新田・香取・欠真間・相之川・広尾・新井・南行徳・島尻 

15．南行徳第二 行徳駅前・入船・日之出・福栄・新浜・塩浜 

⑤市川市内で

の居住年数 

１．１年未満              ２．１年～５年未満 

３．５年～１０年未満          ４．１０年～２０年未満 

５．２０年～３０年未満         ６．３０年以上 
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設  問 回 答 欄 

⑥家族構成 

１．一人暮らし 

２．夫婦のみ（双方又は片方が 65 歳以上） 

３．夫婦のみ（2 以外） 

４．夫婦と子ども（末子が小学校就学前） 

５．夫婦と子ども（末子が小中学生） 

６．夫婦と子ども（４，５以外） 

７．ひとり親と子ども（末子が小学校就学前） 

８．ひとり親と子ども（末子が小中学生） 

９．ひとり親と子ども（７，８以外） 

10．三世代家族（親・子・孫） 

11．その他（                            ） 

⑦勤務先 

・通学先 

１．市川市内 

３．東京都内（      区市町村） 

５．埼玉県内（       市町村） 

２．千葉県内 （      市町村） 

４．神奈川県内（      市町村） 

６．その他の地域（     道府県） 

７．自宅が勤務場所 

８．通勤・通学していない 

 

⑧職場・学校

までの通勤 

・通学時間 

１．30 分未満 

３．1 時間以上 1 時間 30 分未満 

５．2 時間以上 

２．30 分以上 1 時間未満 

４．1 時間 30 分以上 2 時間未満 

 

 

２ 結婚についてお伺いします 

 

問 2-1 あなたは結婚していますか。（○は１つだけ） 

１．未婚                 →問 2-2 へ 

２．既婚                  

３．結婚の予定がある           →問 2-4 へ 

４．以前結婚していた又は死別している   

 

問 2-2 問 2-1 で「１．未婚」と回答した方に伺います。結婚に対するお考えをお聞かせください。

（○は１つだけ） 

１．できるだけはやく結婚したい         

２．時期にはとらわれたくないがいずれしたい  →問 2-3 へ 

３．結婚はまだ考えていない           

４．結婚したくない              →問 4-1 へ 

 

→問 2-１へ 
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問 2-3 問 2-2 で「１．できるだけはやく結婚したい」「２．時期にはとらわれたくないがいずれし

たい」「３．結婚はまだ考えていない」と回答した方に伺います。現在のあなたの年齢と希望す

る結婚年齢はいくつですか。（  ）内に年齢を記入ください。 

現在のあなたの年齢 現在の年齢は（     歳） 

希望する結婚年齢 （     歳）頃に結婚したい 

 

問 2-4 未婚・晩婚化の原因としてどのようなことを感じていますか。（最もあてはまるものに○を

１つだけ） 

１．職場や周囲に未婚の異性がいない 

２．異性にめぐり会う機会（場）がない 

３．安定した仕事についていない 

４．結婚できるだけの金銭的な余裕がない 

５．仕事が忙しく、時間（休み）がとれない 

６．やりたいことや打ち込みたいことがある 

７．将来に希望を見いだせない 

８．結婚の必要性を感じていない 

９．仕事（学業）に専念したい 

10．異性とうまくつきあえない 

11．独身の自由な生活や気楽さを失いたくない 

12．現在の生活レベルを落としたくない 

13．親の介護など家庭の事情により、結婚する環境でない 

14．その他（                                 ） 

 

問 2-5 結婚したいと思える環境をつくるには、どのような支援・取り組みが効果的だと思われま

すか。（○は３つまで） 

１．男女の出会いの場の提供 

２．結婚・子育て等のライフイベントに関する相談窓口の充実 

３．安定して収入を得られる雇用機会の提供 

４．夫婦がともに働き続けられる職場環境の充実 

５．住宅取得に関する資金貸与や家賃補助などの支援 

６．長時間労働の是正、有給休暇の取得促進などによる自由な時間の確保 

７．優良な住宅の供給 

８．女性が働きやすい環境づくり 

９．結婚は個人の問題なので行政の支援は必要ない 

10．その他（                                 ） 
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３ 出産・子育てについてお伺いします 

問 3-1 現在のお子さんの人数と希望している（理想とする）お子さんの人数をお聞かせください。

（設問ごとに○は１つだけ） 

現在のお子さんの人数 
１．1 人    ２．2 人          ３．3 人 

４．4 人    ５．5 人以上（   人）  ６．いない 

希望している（理想とす

る）お子さんの人数 

１．1 人    ２．2 人          ３．3 人    

４．4 人    ５．5 人以上（   人） 

６．子どもは持たない予定 

希望に対する現在の 

お子さんの状況 

１．希望より実際の子どもが少ない  →問 3-2 

２．希望より実際の子どもが多い    

３．希望と実際が同じ状況       

 

問 3-2 問 3-1 の希望に対する現在のお子さんの状況で、「１．希望より実際の子どもが少ない」と

回答した方に伺います。それはどのような理由によると思われますか。（○は３つまで） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや稼業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．高年齢で出産が困難だから 

７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８．健康上の理由から 

９．配偶者の家事・育児への協力が得られないから 

10．配偶者が望まないから 

11．末子が親の定年退職までに成人してほしいから 

12．収入が不安定なため 

13．正規社員ではなく、将来の雇用に不安があるため 

14．今いる子どもに手がかかるため 

15．保育所などの預け先がないため 

16．その他（                                    ） 

 

  

→問 3-3 
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問 3-3 お子さんがいる方に伺います。初めてのお子さん（第 1 子）を出産した後、母親の就労状

況はどのように変化しましたか。（○は１つだけ） 

１．産後休業後、育児休業をとらずに職場に復帰して就業を継続した 

２．育児休業後、職場に復帰して就業を継続した 

３．出産を機に退職した 

４．妊娠前から専業主婦だった 

５．その他（                                    ） 

 

問 3-4 出産・子育てしやすい環境づくりのためには、どのような支援・取り組みが効果的だと思

われますか。（○は３つまで） 

１．育児休業制度の充実（期間の延長、育児休業中の所得の補償など） 

２．男性の育児休業取得の奨励 

３．長時間労働の是正、有給休暇の取得促進などによる育児時間の確保 

４．企業による育休明けの働き方に関する支援 

５．妊娠～出産～子育てに関する一環した相談・サポート体制の整備 

６．子育てにかかる経済的負担の軽減 

７．保育所などの預け先の拡充 

８．子育て世帯への住宅購入に関する補助や支援 

９．子育てに関する情報提供の充実 

10．幼児教育の充実 

11．多様なニーズに応じた保育・子育て支援サービス（病後児保育・一時預かり等）の充実 

12．子どもが安心して遊べる場の充実 

13．家事・育児を支援するホームヘルパー制度 

1４．母子保健・小児救急医療の充実 

1５．その他（                                 ） 

 

 

４ 市川市への定住について、お考えをお伺いします 

問 4-1 あなたの現在のお住まいについてお答えください。（○は１つだけ） 

１．持家（一戸建て） 

３．民間賃貸住宅（一戸建て） 

５．県営住宅、市営住宅 

７．その他（           ） 

２．持家（分譲マンション） 

４．民間賃貸住宅（ｱﾊﾟｰﾄ、賃貸ﾏﾝｼｮﾝ） 

６．会社や大学の寮や社宅 
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問 4-2 あなたはこれからも市川市に住みたいと思われますか。（○は１つだけ） 

１．住み続けたい              

２．どちらかといえば住み続けたい       

３．いつかは、市外へ引っ越しをすると思う  

４．近々市外へ引っ越しを予定している    

→問 5-1 へ 

→問 4-3 へ 

 

問 4-3 問 4-2 で「３．いつかは、市外へ引っ越しをすると思う」「４．近々市外へ引っ越しを予定

している」と回答した方に伺います。どちらへ引っ越しを考えていますか。（○は３つまで） 

１．船橋市    ２．松戸市    ３．浦安市    ４．千葉市    ５．習志野市 

６．江戸川区   ７．江東区    ８．葛飾区    ９．墨田区 

10．その他の千葉県内（        市町村） 

11．その他の東京都内（       区市町村） 

12．その他の地域  （       道府県 または 国外） 

 

問 4-4 問 4-2 で「３．いつかは、市外へ引っ越しをすると思う」「４．近々市外へ引っ越しを予定

している」と回答した方に伺います。これから市川市内の住みやすさが向上することで、市外へ

の引っ越しをしなくなることはあるとお考えですか。（○は１つだけ） 

１．引っ越しをしなくなる可能性はある →問 4-５へ 

２．引っ越しをしなくなる可能性はない →問 5-1 へ 

問 4-5 問 4-4 で「１．しなくなる可能性はある」と回答した方に伺います。どのような点で、こ

れから市川市の住みやすさが向上した場合、市外への引っ越しをしなくなるものと思われますか。

（○は３つまで） 

１．買い物が便利になる           

３．娯楽施設や飲食店などが充実する     

５．道路交通が便利になる          

７．住宅価格や家賃が手頃になる       

９．高齢者や障害者のための施設等が充実する 

２．大型商業施設が充実する 

４．病院や診療所などの医療機関が充実する 

６．公共交通機関が便利になる 

８．保育園や子育て施設等が充実する 

10．公園等が充実する 

11．図書館、スポーツ施設などの公共施設が充実する 

12．治安が良くなる             

14．地域の活動や近所の助け合いが活発になる 

16．まちのイメージが向上する        

18．教育や文化に対する親しみが増す 

13．災害に強くなる 

15．まち並みやまちの雰囲気が良くなる 

17．都市生活と自然のバランスが良くなる 

19．建物や土地などの資産価値が高く（落ちづらく）なる 

20．その他（                                    ） 
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５ 市川市のイメージや今後の取り組みについてご意見をお伺いします 

 

問 5-1 現在の市川市について、どのようなまちであると感じていますか。（設問ごとに最もあては

まる番号に○を 1つ） 

 
そう思う 

やや 

そう思う 

どちらとも

いえない 

あまりそう

思わない 

そう 

思わない 

①愛着や親しみを感じるまちですか ５ ４ ３ ２ １ 

②安心して妊娠・出産できるまちです

か 
５ ４ ３ ２ １ 

③子育てしやすいまちですか ５ ４ ３ ２ １ 

④住み続けたい魅力のあるまちです

か 
５ ４ ３ ２ １ 

⑤高齢者を地域で支えているまちで

すか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑥文教都市のイメージどおり教育が

充実しているまちですか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑦みどりやまち並みの美しいまちで

すか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑧安心して暮らせるまちですか ５ ４ ３ ２ １ 

⑨文化・歴史・伝統に誇りや愛着を持

てるまちですか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑩人の流れが多く、賑わいのあるまち

ですか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑪自治会活動など、地域の一員として

の市民意識が高いまちですか 
５ ４ ３ ２ １ 

⑫ひとに紹介したくなるまちですか ５ ４ ３ ２ １ 

 

問 5-2 その他市川市について、あなたが感じていることはどのようなことですか。（○はいくつでも可） 

１．買い物が便利である              

２．近くに大型商業施設が充実している 

３．近くに娯楽施設や飲食店などが充実している   

４．病院や診療所などの医療機関が利用しやすい 

５．道路交通が便利である             

６．交通の便がよく通勤・通学が楽である 

７．学校・職場などから近い            
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８．住宅価格や家賃が手頃である 

９．保育園や子育て施設等が充実している 

10．高齢者や障害者のための施設等が充実している  

11．公園等が充実している 

12．図書館、スポーツ施設などの公共施設が充実している 

13．治安が良い                                  

14．災害に強い 

15．地域の活動や近所の助け合いが活発である 

16．まち並みやまちの雰囲気が良い 

17．まちのイメージがよい 

18．都市生活と自然のバランスがとれている 

19．教育や文化に親しみがある 

20．建物や土地などの資産価値が高い（落ちづらい）場所である 

21．その他（                                                    ） 

 

 

問 5-3 市川市に定住したいと思う方を増やすために、市で実施したほうが良い取り組みや支援は

どのようなものだと思われますか。（○は３つまで） 

１．若者の安定就労を支援する取り組み 

２．親世帯と子世帯が同居や近居するための支援 

３．子育て世帯への住宅購入に関する補助や支援 

４．仕事と生活の両立（ワークライフバランス）支援 

５．安心して妊娠・出産・子育てができる切れ目ない相談・支援体制の整備 

６．公立小中学校における課外授業や放課後学習の充実 

７．街頭イルミネーションやガーデニングによる魅力的なまち並みや景観の整備 

８．住宅のリフォーム助成 

９．防犯対策の強化 

10．市内の文化財や文化施設までの案内表示、駅前や街頭にある公共サインのデザインの統一化 

11．起業を希望する人への相談支援や起業資金の助成 

12．元気な高齢者が活躍できる機会・場の充実 

13．介護施設の増設や介護サービスの拡充 

14．自治会など、地域活動の活性化 

15．市税の減税 

16．子どもの医療費助成の拡充（すべての子育て家庭へ助成を拡充） 

17．市のイメージ向上につながるシティプロモーション 

18．その他（                                    ） 
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問 5-4 現在、市川市で実施している取り組みや事業について、どの程度知っていますか。（設問ご

とに最もあてはまる番号に○を 1つ） 

 

 詳しく 

知っている 

やや 

知っている 

全く 

知らない 

①女性起業家支援事業 

起業を希望する女性へのセミナー開催や資金支援等 
３ ２ １ 

②婚活支援事業 あいステップ 

男女の出会いと交流の場の提供 
３ ２ １ 

③母子保健相談窓口 アイティ 

妊娠期から子育て期にわたるまでの総合相談支援 
３ ２ １ 

④子育て応援サイト いちかわっこＷＥＢ 

市だけでなく民間団体による子育てイベントや情報の提供 
３ ２ １ 

⑤夢の教室 

小学校で実施するトップアスリートによる講義・実技 
３ ２ １ 

⑥校内塾・まなびくらぶ 

放課後や長期休業中等の基礎的な学習機会の提供 
３ ２ １ 

⑦認知症カフェ 

認知症の方やその家族、地域の方などのつながりを支援 
３ ２ １ 

⑧子育て世帯同居近居スタート応援補助金 

子育て世帯と祖父母世帯との市内での同居近居支援 
３ ２ １ 

⑨ガーデニング・シティいちかわ事業 

ガーデニングによる市民交流を通じた景観意識の高揚 
３ ２ １ 

⑩シティセールス事業 

本市の魅力を広く市内外に発信していく取り組み 
３ ２ １ 
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問 5-5 最後に、市川市について、ご意見などがありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。長時間のご協力ありがとうございました。 

お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて、10 月 16 日（月）までに投函してください。 


